
（別紙３）

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 12 （回答者数）
8

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動のねらいをより明確にし、保護者へ分かりやすく発信す

る。

2

訓練実施状況や安全への取組について、保護者への周知を強

化する。

3

子どもの主体性や自己決定の機会をさらに増やし、実践的な

支援を強化する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動報告や連絡帳の記載を充実させ、支援内容の「見える

化」を進める。

2

家族向けの情報提供や小規模な勉強会の実施を検討する。

3

地域協議会等への参加を今後検討し、地域連携の強化を図

る。

○事業所名 senju plus

○保護者評価実施期間
2026年　1月　20日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域協議会や外部連携の場への参加が十分とは言えない。 外部会議参加や地域連携に充てる時間の確保が難しいこと。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

支援内容や活動のねらいが、保護者へ十分に伝わりきれていな

い部分がある。

日々の支援を優先する中で、情報発信の時間確保が十分でない

こと。

家族支援プログラム（ペアレント・トレーニング等）の実施が

限定的である。

家族支援プログラムを実施するための人員体制や時間調整が課

題となっていること。

４つの基本活動をバランスよく取り入れ、発達段階に応じた支

援を実施している点。

自立支援・創作活動・余暇活動を組み合わせ、子どもが楽しみ

ながら力を伸ばせるよう活動内容を構成している。

安全管理やマニュアル整備を行い、安心して通所できる体制を

整えている点。

各種マニュアルに基づく訓練や職員研修を実施し、安全意識の

向上に努めている。

学校生活や将来の自立を見据えた支援を意識している点。 実生活につながる活動や役割体験を取り入れ、自立に向けた力

を育てている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


